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今後当連携室の研修に希望するテーマ 

 

◎平成２８年度 ポピー研修会（ミニ講座 15 回，大型研修会 2 回） 

４月１４日研修会 

【内容】 

地域包括ケアシステム 

 山形市の地域包括ケアシステムと具体的取り組み 

 地域包括ケアシステムに関係すること 

連携 

 多職種連携について 

 多職種の連携方法について 

 同職種内の連携や他職種との連携 

 Dr、CM 間の情報のやりとり、それを実現する為のツール作り 

 病院とケアマネの連携方法について 

 「連携」がうまくいったケース、うまくいかなかったケース 

 地域連携の課題と解決 

 連携作りに必要な人材育成について具体的な取り組み 

その他 

 認知症初期対応 

 施設における看取り 

【方法】 

グループワーク 

 合同検討会、グループディスカッション 

 要支援や高齢者の介護予防について→多職種でどう関わって行くかグループワークなど 

 在宅ケア勉強会への希望、連携、顔の見える関係づくりの第一歩として、せっかく集まった多職種の人たちと顔

を見ながら向き合いながら学びたいので、是非グループワークの時間を設けてほしい。テーマの話しを聞いたあ

と、意見交換することをしてみてはどうか。深町の検診センターでしていた研修のように・・・顔の見える連携のさ

らなるバージョンアップを！！ 

事例 

 事例での対応など 

【日時】 

 昼間の時間帯は参加の意思があっても参加出来ないことが多い 

 

５月１０日研修会 

【内容】 

連携 

 医療との連携のとり方 

 地域や医療との連携について 

 往診医との連携と看取りについて 

 障害分野との連携（退院支援等も）を考えるテーマを希望する 

 病院との連携が難しい。そのような研修をお願いしたい。ＡＣＰの実践について、ＣＳＷの実践について 

 

 



障害 

 障害サービスと介護サービスの間で困る事例が最近増えている。障害サービスについても学べる場がほしい 

 精神障害者で社会的入院している人の在宅生活について 

その他 

 在宅での看取りについて（事例も含め） 

 終末期について 

 生活支援コーディネーターについて詳しく知りたい 

 往診に診療科目を指定できる（山新）目にしました。今後の活用方法を研修受けたい 

 医療関係者に対する介護福祉の研修 

 スピードを持って実現していく必要がある中、今後も市の進行状況について聞きたい 

【日時】 

 ポピーミニ講座参加したいが月曜日の午後は日程調整がとても難しい 

 研修会を夜行う時は水曜日だと助かる 

 

６月７日研修会 

 認知症の自覚のない方への医療への導き方 

 被害妄想の方への地域アプローチ 

 地域資源について 

 入院した認知症の患者さんの対応 

 学生も参加できるようなテーマ 

 

６月２８日研修会 

【内容】 

支援 

 若年性認知症、高次脳機能障害や若い方の支援（デイサービスでいいのか、社会貢献はできるのか）色々なこ

とをあきらめずに生活できる支援 

 難病の方への支援（ＡＬＳ患者など） 

 医療関係者（PSW、MSW や Ns や Dr など PT、OT、ST など）への介護福祉の研修 

 栄養士の活動（プランに軽くとり入れられる）の普及。住民へ気楽に提供でき、住民も食にとり込める指導ができ

ればと思う 

 在宅で看取る際の本人、家族の不安の軽減の仕方や対応について 

 認知症の支援・看取り 

その他 

 医療機関との連携について 

 在宅で実施される医療について、最新の情報を得たい 

 各サービス事業所側が参加できる研修（ケアマネだけが課題をせおっている気がする） 

 

７月１３日研修会 

 精神科病院との連携 

 65 歳以上の統合失調症やうつ病の利用者について 

 独居・高齢者世帯の方への支援について 

 医療と福祉の連携について（先生との情報交換、ＭＳＷとのグループワークなど）夜の研修でも可 

 ＭＳＷ・リハ職への介護福祉（在宅や施設）システムの研修 

 



７月１４日研修会 

 障がい者・児の家族など、関係者との関わり方に就いて 

 

７月２７日研修会 

【内容】 

事例 

 ケアマネ・訪問看護・薬局などの連携事例 

 事例の研修 

その他 

 大竹先生が講師の研修 

 ハンドマッサージやリンパマッサージ 

 

８月９日研修会 

 介護認定重度者の自立支援 

 ターミナルケアについて 

 

１０月２５日研修会 

 障害者支援の方々と顔なじみに」なれる講座。今後ますます連携が必要になると思う 

 他県での取り組み等、色々と考えて頂きたい。（地域包括ケアシステムの取り組み） 

 在宅医療を熱心にしている医師を知りたい。（エリア毎） 

 

１１月１５日研修会 

 自然死を望まれる方に対するかかわり方尊厳死に関する研修など 

 多職種連携についての事例 

 

１１月３０日研修会 

 発達障害者の雇用について（取り組みと、就職後に気がついた場合の対応について） 

 自立支援型プランづくり 

 スタッフの心のケア 

 若年性認知症 

 今回と同様な研修に加え、他業種（福祉用具 etc）を含めた連携する機会があれば良いと思う 

 どんなテーマでもよいと思われるテーマ、どんどん発信して欲しい 

 今回のような、テーマを継続して欲しい 

 

１２月２０日研修会 

 神谷 Dr.の研修を楽しみにしている。 

 脳血管性疾患の後遺症（麻痺以外）のある方への支援について。 

 

平成２９年１月１７日研修会 

 フットケア 

 

平成２９年２月１４日研修会 

 保健所保健師の役割、動きについて、どんな時何を依頼するといいのか（精神に関して） 

 発達障害を詳しく（仕事をしながら治療されている方もいると思うので） 



 障害→介護連携について 

 QOL、尊厳死について 

 介護側の話 

平成２９年２月２８日研修会 

 家族支援・家族支援の難しさ 

 発達障害者の社会資源について 

 依存症の方への対応、支援について 

 民生委員（地域の支援者）向けの精神・認知理解研修 

 セルフネグレクト支援 

 高次機能障害（40 代～50 代）の支援 

 精神 PSW、病院 MSW、ケアマネ、それぞれ交流できる研修会 

 

平成２９年３月１４日研修会 

 障がい支援との連携 

 

◎平成２８年度 出張勉強会 

フットケア 

 実際のフットケア場面（スタッフ同士でも可）を観察しながら説明を受ける研修に興味がある。感染症対策（新し

い考え方など） 

 本日のフットケアについてまた聞きたい 

 フットケアの第 2 弾で実演・実技 

 感染関係、口腔ケア 

 パーキンソン病についての学習 

 ハンドマッサージ等、活かせる研修 

 エンゼルケア 

 

認知症ケア 

 認知症対応のもっと詳しく知りたい。例えば、前頭葉型、アルツ、、、脳の病変部位により症状や対応方法が少し

ちがってくるのかなと 

 また同じような研修をお願いしたい 

 車椅子上でのストレッチ、体操について 

 事例検討・・・施設内での対応困難ケースなどの話し合い 

 職員（同職種）のストレス軽減方法 

 職員の感情コントロール 

 

口腔ケア 

 歯みがきの行い方（マヒの利用者の方等）ターミナル 

 感染防止について。高齢者の皮膚疾患についてなど 

 移乗介助 

 接遇など 

 


